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地域貢献事業研究費 2012年度募集要項 
 
保健福祉実践開発研究センター｢地域貢献事業研究費｣について、下記の要領で研究計画を募集
します。 
 
 
1. 基本方針 
 保健福祉実践開発研究センターの柱のひとつである「保健医療福祉分野に係るすべての人
たちとの共同事業・研究」を推進し、共同で課題解決を図るために、本学周辺地域の保健医
療福祉分野に貢献する研究を対象とした事業研究費を募集します。 
 
 
2. 対象となる研究および事業研究費の金額 
 
Ａ：本学周辺地域の保健医療福祉の向上を目的とし、地域の保健医療福祉の実践現場と共同
で行う研究 
Ｂ：本学周辺地域の保健医療福祉の向上を目的とし、地域との基盤作りとしての事業に関す
る共同研究 
 
・実習先・就職先施設等と連携した研究であればなお望ましい。 
・事業研究費の配分総額は 130万円の予定です。 
（2012年度予算決定をもって確定しますので、変わる可能性があります） 
・配分対象の経費および単価基準は、「共同研究費取り扱い要領」の「７．申請できる経費」
に準じますのでご確認ください。要領と異なる取扱いを希望する場合は、その理由と算出
根拠を記載してください。 
・限られた予算を有効に配分するため、既に研究室に備えられているパソコン、プリンター、
総務部で貸出をしているデジカメ、ビデオカメラ、IC レコーダー等の申請はできるだけご
遠慮ください。特別な事情により申請をする場合は、計画書に申請理由を添付してくださ
い。 
 
 
3. 対象期間 
  2012年 4月 1月～2013年 3月 31日 
 
 
4. 研究成果の提出 
・研究代表者は、研究期間内における研究課題の成果を取りまとめ、研究成果報告書を 2013
年 6月末日までに保健福祉実践開発研究センターに提出してください。 
・研究代表者は、保健福祉実践開発研究センターが企画する報告会等で発表する義務を負い
ます。 
 
 
5. 審査の方法 
 保健福祉実践開発研究センターは、配分案を検討するにあたり、申請された計画書に対し
て以下の項目を目安にして審査をします。 
（1）本学周辺地域の保健医療福祉の向上にどのように貢献できるか 
（2）本件が地域との基盤作り等である場合の将来展望 
（3）実施方法、申請経費の妥当性 
（4）専門職および地域との連携に関するアピールポイント 
２．公開講座 
当センターでは、専門職向けの講座を「公開セミナー」、一般向けの講座を「市民公開講座」と
して毎年度開催しています。公開セミナーは本学教育の特徴である「IPW（専門職連携）」と「リー
ダーシップ」をテーマとし、市民公開講座は時勢やニーズに合わせたテーマを年度ごとに設定して
います。2012年度市民公開講座は「減災」と「健康長寿」をテーマに実施しました。 
 
１）公開セミナー① リーダーシップに関する公開セミナー 
（１）概要 
タイトル：「やる気マネジメントとリーダーシップ」 
日時：2012 年 6月 30 日（土）13時 30分～15時 30分 
講師：遠藤 明氏（DHLジャパン株式会社執行役員、人事本部長） 
対象：保健医療福祉の専門職者他 
参加者：定員 150 名  参加 160 名    申込 188名 （出席率 85.1％） 
アンケート回収：142 件 (回収率 88.8％） 
 
（２）参加者職業内訳（合計 160 名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健医療福祉の専門職：看護師 51名、介護関連職 18名、理学療法士 4名、作業療法士 3名他 
教育関係：幼稚園 6名、こども園 4名、保育園 2名、中学養護教諭 3名他 
 
（３）アンケート結果 
設問 1.  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「自身が職場の中でリーダー的地位となった。どのような心構えで業務にとりくむべきか悩
むことが多かったので。」など新たにリーダー的な立場となったが、どの様に取り組んでいっ
たら良いのかヒントを得たくて参加した方、また「管理職として自分がどうあるべきなのか、
又職場環境を良くするためにスタッフのモチベーションをどう上げていくかを知りたかっ
た。」など現在の仕事での悩みや職場で役立てたいという方々が全体の半数を占めた他、「やる
気マネージメントとリーダーシップというタイトルにひかれた」「遠藤先生のお話を聞きたく
て」という声も多く、テーマや講師の先生に対する期待の高さが伺えました。 
 
保健医療福祉の
専門職
70%
教育関係
15%
その他
7%
会社経営・
会社員
5%
（空欄）2% 大学生・
大学院生1%
％
％
大学生・
大学院生1％
％
教育関係
15％
その
7％
4保健福祉実践開発研究センター 年報　第4号（2012）
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
96％が「目的を達成できた」と回答しました。「リーダーの役割、期待されていることが、具
体的に知ることができた。自分自身、相手の意欲を高める具体的な方法を知ることができた。」
「明日から実践できる内容だった。具体的な話を聞いて、自分もやってみようと思えた。」など、
日々の職場で実践的に役立つヒントを得たとの回答も見られ、全体的に満足度の高い声が多く
挙がりました。 
 
設問 4  今回の講座の感想 
「とても聴きやすく、勉強になりました。今日のセミナーを今後活かして仕事に取り組んで
いきたい。」「自らの経験に基づいた大変説得力のあるお話で、今日から自分がどうあるべきか
を考えるよい機会となった。」など話の内容がとても分かり易い、具体的にすぐに実行に移して
いきたい、非常に良かった、やる気が出たなど参加できて良かったとする回答がほとんどでし
た。自分自身を見つめる上で良い機会になり、参加者の方にとって得たものは大きかったので
はと思われます。 
 
２）公開セミナー② IPW（専門職連携）に関する公開セミナー 
（１）概要 
タイトル：「ネットワークで発達障がいのライフステージを理解する」 
日  時：2012 年 7月 28 日（土）13時 30分～16時 30分 
講  師：大嶋 正浩 氏（医療法人社団至空会 ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ･ﾀﾞﾀﾞ院長、児童精神科医、 
浜松市発達障害児者支援体制整備検討委員会座長） 
パネラー：和久田 学 氏（大阪大学大学院特任講師）【特別支援教育】 
鈴木厚志 氏（京丸園株式会社代表取締役）【発達障害者就労支援】 
伊藤信寿 准教授（本学ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部作業療法学科）【作業療法士】 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：大場義貴准教授（本学社会福祉学部社会福祉学科）【臨床心理学、精神保健ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ】 
対象：保健、医療、福祉、心理、保育、教育、リハビリテーション、雇用、行政などの専門職者 
定員：100名  参加：160 名    申込：209名 （出席率 76.6％） 
アンケート回収：138 枚 (回収率 86.3％） 
  
（２）参加者職業内訳（合計 160 名） 
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（３）アンケート結果 
設問 1  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「現在の仕事、職場で役立てたい」「発達障がいについて理解を深め（学び）たかった」「講
師の方に関心があり、話を聞きたかった」「テーマに興味があった」などの理由が挙げられま
した。また、「仕事で発達障がいの人や家族と接することがあるが、幼児期と成人期しか会う
事がなくライフステージを理解したかった」「発達ステージに応じたネットワークの構築につ
いて学びたかった」というように、今回の講座の大きなポイントである「ネットワーク」や「ラ
イフステージ」というキーワードに関心が寄せられた様子が伺えました。 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
84％の方が「できた」と回答しました。「それぞれのライフステージに合わせて発達障がい
をよく理解できた」「接し方、支援する方法を理解できた」「様々な分野（立場）からの意見が
聞けた」「現状を理解できた」「今後に希望を持てた」という声が挙がりました。自分が関わり
のあるひとつの段階だけではなくライフステージで発達障がいを捉えるという視点が新鮮だ
った様子が伺えました。「達成できなかった」と回答された 9％の方の理由は「もっと多くを
知りたい」「時間が短かった。もっとこの続きを聞きたかった」という前向きな声でした。 
 
 
設問 4  今回の講座の感想 
「事例を挙げてくださり、分かりやすく、納得することができた」「新しい視点からの切り込
み方が分かり視野が広がった」「多方面での先生方のお話を聞かせて頂き、発達障がいの子を長
い目で見られ、みんなとの連携が大切であること、小さい時からの関わりが重要ということで
今後の自分の仕事に責任を感じる良い機会となった」「現在の専門の先生方や支援者の方々の取
り組みや、今後の見通しがわかって大変勉強になった」など受講者の方が多くの学びを得られ
た事がわかる感想が寄せられました。また「京丸園のビジョンと実践に感銘した」など京丸園
さんの取り組みを初めて知り、関心を持ったという声が多く聞かれました。 
 
３）市民公開講座① 減災に関する市民公開講座 
（１）概要 
タイトル：「備える！災害時のセルフケア＆みんなのケア」（全 3回） 
日時・テーマ・講師： 
 第 1回 第 2回 第 3回 
日付 11 月 10 日(土） 11 月 19日(月) 11月 24日(土） 
時間 13：30～15：00 19：00～20：30 13：30～15：00 
テーマ 
災害時に起こる病気と 
その予防を学ぼう 
災害時の体力低下を 
防ぐ運動を学ぼう 
避難所の生活を考えよう
-こどもと高齢者の目から- 
講師 
鈴木知代 教授 
（看護学部） 
今福恵子 氏 
（静岡県立大学短期大学部 
看護学科講師） 
矢倉千昭 准教授 
（リハビリテーション学部 
理学療法学科） 
鈴木達也 助教 
（リハビリテーション学部 
作業療法学科） 
落合克能 助教 
（社会福祉学部社会福祉学科） 
細田直哉 助教 
（社会福祉学部 
こども教育福祉学科） 
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対象：一般の方（減災に関心のある方）  
参加者： 定員 各回 50名 
【第 1回】参加：42 名 申込：55名 （出席率 76.4％） 
【第 2回】参加：33 名 申込：47名 （出席率 70.2％） 
【第 3回】参加：36 名 申込：53名 （出席率 67.9％） 
【全 3回延べ】参加：111 名  申込：155名 （出席率 71.6％） 
修了証授与者（全 3回のうち 2回以上出席者）38名  
アンケート回収： 
【第 1回】38件（回収率 90.5％） 【第 2 回】28件（回収率 84.8％） 
【第 3回】30件（回収率 83.3％） 
 
（２）参加者職業内訳（合計 111 名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）アンケート結果 
設問 1.  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「災害時における対応を知識として身に着けて有事に備えたい」、「知識を得たうえで何かし
ら人の役に立ちたい」という声が半数を占めました。その他半数は、「災害ボランティアコー
ディネーターとして広範囲に情報を得たい。」「地域防災指導員として勉強したいと思った。」
「看護協会で災害研修をしている。」などのように、何らかの役職に携わっており、役立てた
いと言う声が多く挙がりました。 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
「目的を達成できた」との回答は、第 1回：87％、第 2回 86％、第 3回 86％でした。 
第 1回「実体験を基にした説明が参考になった。」「避難所生活での健康問題について具体
例を知ることができた。」など具体的な事案が聞けて分かりやすかったことについて満足の声
が多かったです。第 2回「深部静脈血栓病を予防する為の体操等が今回の目的にマッチしてい
た」「弾性ストレッチの有効性を学ぶことができた」など避難所での状況に応じた色々なケア
の方法が具体的に学べて満足とする声が挙がりました。第 3 回「HUG（避難所運営ゲーム）を
通して多くの人の考えを聞くことが出来て良かった。実践的なことが学べた。」「情報の分析
がいかに大切かわかった。短い時間で情報処理する力を持ちたい。」など避難所設置時の注意
点や情報共有の重要さ等を気づくことができ満足とする声が多かったです。 
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通して多くの人の考えを聞くことが出来て良かった。実践的なことが学べた。」「情報の分析
がいかに大切かわかった。短い時間で情報処理する力を持ちたい。」など避難所設置時の注意
点や情報共有の重要さ等を気づくことができ満足とする声が多かったです。 
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設問 4  今回の講座の感想 
第 1 回「良かった、勉強になった、参考になった、役に立った、分かりやすかった」「区内
の活動や民間でボランティアをされている方々の意見が聴けて良かった」、第 2 回「分かりや
すかった、勉強になった」「日々の健康管理に役立てていきたい」、第 3 回「HUG を通して具体
的疑似体験ができ、多くの気づきを得た。」など多くの参加者の方から満足度の高い感想をいた
だきました。 
 
４）市民公開講座② 健康長寿に関する講座 
（１）概要 
タイトル：「健康長寿のためにできること」 
日時：2012 年 12 月 22日（土）13時 30分～15時 00分 
講師：遠藤 英俊氏（国立長寿医療研究センター内科総合診療部長） 
対象：健康長寿に関心のある一般市民の方 
参加者： 定員 150名  参加 109名    申込 140名（出席率 77.9％） 
アンケート回収：93 件 (回収率 85.3％） 
  
 
（２）参加者職業内訳（合計 155 名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他：無職(20 名)、主婦(6名)、パート(4名)、ボランティア(2名)、農業(2名)など 51名 
 
（３）アンケート結果 
設問 1.  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「若い人の世話にならず、元気で年を重ねたいと思い参加した」「生活習慣病が気になる年令になり、
どう生活変容させていくべきなのか知りたい」など自分自身の健康のために学習したいという方、「認
知症の最新情報知識を得て整理したかった」「老人施設に勤務している為、入居者に役に立てたい」「両
親が認知症にかかったので、どのように対応したらよいかと思って」など職場や家庭で役立て
たいという方が多くいらっしゃいました。また「メディアで取り上げられている、遠藤英俊先生の講
演を 1度聞いてみたいと思ったから」という声も多く挙がりました。 
 
 
 
保健医療福祉
の専門職
26%
会社員
9%
公務員
4%
自営業
4%
その他
47%
(空欄)
10%
保健医療
福祉の専門職
26％
47％
（空欄）
10％
9％
員
4％
4％
8保健福祉実践開発研究センター 年報　第4号（2012）
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
「認知症の正しい理解ができた。健康寿命をのばすポイントがよく理解できた」「認知症の
予防治療についてとても詳しく理解できた」など認知症に関する理解を深めることが出来たと
いう声、「普段からできる予防方法を教えてもらったので、ぜひ役立てたいと思った」「介護
施設で働いているが大変勉強になった。今後の施設でのケアに活用したい」など日頃の生活や
職場で役に立てていきたいとの声が多く挙がり、「目的を達成できた」という声は全体の 95％
と高い満足度でした。 
 
 
設問 4  今回の講座の感想 
「ユーモアたっぷりで楽しかった」「とても分かり易くよく理解できた」「時間を忘れて話に
集中した」など先生の話が興味深かったこと、また、「勉強したことを実践して楽しい老後を過
ごしたいと思う」「今後の自分の長寿の生活の参考になった」「非常に勉強になり、ここに来た
事に意義があった。」など、今後生活していく上での参考として、多くを学び取ってもらえた様
子が伺えました。 
